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１.自己点検・評価の実施概要及び判定結果

自己点検の観点 自己点検・評価項目 実施方法 エビデンス 判定結果

学内ＬＡＮ（学内ネットワーク）の整備

状況が適切であること。

学内ＬＡＮ及び対外接続、無線ＬＡＮの設置の状況、学生実習用ＰＣ台数に

ついて確認する。

・令和7年度学術情報基盤実態調査（コン

ピュータ及びネットワーク編）

・国立大学法人情報系センター協議会調査

書（取扱注意）

適切である。

コンピュータやシステムの整備・運用状

況が適切であること。
端末、認証基盤の整備状況、クラウドの運用状況について、確認する。

令和7年度学術情報基盤実態調査（コン

ピュータ及びネットワーク編）
適切である。

情報リテラシー教育やネットワークを介

した遠隔教育が全学的に実施されている

こと。

情報リテラシー教育、ネットワークを介した遠隔教育の実施状況について確

認する。

・令和7年度学術情報基盤実態調査（コン

ピュータ及びネットワーク編）

・数理・データサイエンス・AI教育プロ

グラム

適切である。

コンピュータやネットワークに関するポ

リシーを明確に定めていること。

情報戦略の策定状況、セキュリティポリシーに基づくセキュリティ対策の実

施状況について確認する。

・令和7年度学術情報基盤実態調査（コン

ピュータ及びネットワーク編）

・国立大学法人情報系センター協議会調査

書（取扱注意）

適切である。

２.結果総括

【優れた点】

令和７年度　自己点検・評価結果報告書【設備（ICT）】

【改善を要する点】

　　　教育・研究環境の向上及びBYOD(Bring Your Own Device)への対応等のため、さらなる無線基地局の増設ならびに旧型の無線基地局の更新を計画的に行う必要がある。

教育研究活動を展開する上

でのＩＣＴ環境の整備状況


